
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
会
報
第
10
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

母
校
は
今
年
、
開
校
三
十
一
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
十
年
ご
と
に
行
っ

て
参
り
ま
し
た
記
念
事
業
を
、
今
年

度
に
お
い
て「
創
立
三
十
周
年
記
念
」

と
し
て
進
め
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会

と
し
て
も
皆
様
と
共
に
お
祝
い
を
し

た
く
、
こ
の
会
報
を
も
っ
て
ご
案
内

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

☆
　
　
☆
　
　
☆

さ
て
、
こ
の
十
年
間
、
我
が
同
窓

会
に
と
っ
て
は
、
活
動
の
根
底
を
も

揺
る
が
す
試
練
の
時
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
（
２
０
０
５
年
）
に

全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
、
い
わ
ゆ
る

個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
、
会
員
情

報
に
対
す
る
厳
格
な
管
理
が
求
め
ら

れ
る
と
同
時
に
、
同
窓
会
活
動
に
必

要
な
個
人
情
報
に
対
す
る
皆
様
の
意

識
が
高
ま
り
ま
し
た
。
従
来
ど
お
り
、

同
窓
会
活
動
の
目
的
に
お
い
て
、
厳

重
に
会
員
情
報
の
デ
ー
タ
管
理
を
行

う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
平
成
十
七
年

に
は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー

（
個
人
情
報
保
護
方
針
）」（
Ｐ
８
参

照
）
を
新
た
に
制
定
し
、
活
動
し
て

参
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
会
員
や
ご
家
族
の
方
々

か
ら
「
同
窓
会
」
自
体
を
敬
遠
し
、

不
信
の
目
を
向
け
ら
れ
る
場
に
直
面

も
い
た
し
ま
し
た
。
悪
意
の
あ
る
活

動
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
誠
意
と
言
葉

を
尽
く
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

私
ど
も
事
務
局
は
、
皆
様
に
ご
不

安
を
与
え
ぬ
よ
う
、
不
信
を
抱
か
せ

ぬ
よ
う
、
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て

活
動
し
て
参
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は「
過
度
に
反
応
」

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
同
窓
会
活
動
へ

の
ご
理
解
を
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
法
の
悪
戯
に
よ
り
、

私
達
の「
宇
都
宮
北
高
で
築
い
た
絆
」

を
壊
さ
れ
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真

を
見
極
め
る
術
を
身
に
付
け
、
絆
を

守
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

☆
　
　
☆
　
　
☆

さ
て
、
話
題
を
戻
し
ま
す
が
、
創

立
三
十
周
年
に
あ
た
り
同
窓
会
と
し

て
の
様
々
な
取
組
み
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。（
Ｐ
３
参
照
）

①
記
念
祝
賀
会
の
開
催

②
記
念
品
・
記
念
誌
の
販
売

③
携
帯
サ
イ
ト
の
開
設

④
会
員
所
在
地
の
確
認

過
去
の
十
周
年
、
二
十
周
年
で
発

行
し
ま
し
た
「
会
員
名
簿
」
に
つ
い

て
は
、
時
代
の
流
れ
と
ニ
ー
ズ
に
考

慮
し
、
制
作
、
発
行
を
見
合
わ
せ
ま

し
た
。
た
だ
し
、
皆
様
の
所
在
地
の

把
握
は
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
再
確
認
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
　
　
☆
　
　
☆

こ
れ
か
ら
の
十
年
、
母
校
が
更
に

発
展
、
繁
栄
し
多
く
の
栄
光
を
掴
む

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
同
窓
会
、
卒

業
生
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
て
参
り

ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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祝
・
創
立
三
十
周
年

同
窓
会
長
　
四
十
物
　
英
晴

（
第
一
回
生
）

創
立
三
十
周
年
　
同
窓
会
　
記
念
祝
賀
会
開
催
の
ご
案
内

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
出
席
下
さ
い
。

と
き
　
　
平
成
22
年
11
月
13
日（
土
）
午
後
６
時
〜

と
こ
ろ
　
宇
都
宮
市
「
ホ
テ
ル
　
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
」

別
紙
ご
案
内
の
と
お
り
事
前
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
出
来
る
だ
け

事
前
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

この度、携帯サイトも開設しました
宇都宮北高等学校同窓会 ホームページ
URL http://www.kitako.info/

活動報告・連絡掲示板・会報バックナンバー・
名簿変更フォーム 等

＜新設＞　携帯サイト
URL http://www.kitako.info/m/
連絡掲示板・名簿変更フォーム等

こちらのＱＲコードから、
アクセス、携帯電話への
登録をお願いいたします。



そ
れ
ら
の
伝
統
校
で
は
親
子
三
代
表

彰
を
す
る
学
校
も
あ
り
ま
す
が
、
本

校
で
は
よ
う
や
く
二
代
目
が
入
学
し

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
八
月
に
行

わ
れ
た
一
日
体
験
学
習
（
学
校
説
明

会
）
で
は
、
中
学
生
や
そ
の
保
護
者

の
関
心
が
非
常
に
高
く
、
一
七
〇
〇

名
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
本

校
の
特
色
で
あ
る
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
授
業

や
ア
ジ
ア
学
院
と
の
交
流
、
修
学
旅

行
時
の
米
国
人
家
庭
へ
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
、
長
期
・
短
期
の
留
学
生
派
遣

と
受
け
入
れ
等
様
々
な
内
容
の
国
際

理
解
教
育
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
進
学

に
お
い
て
も
、
部
活
動
に
お
い
て
も
、

着
実
に
実
績
を
伸
ば
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
時
々
の
在

校
生
が
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
と
、
そ

の
よ
う
に
し
て
培
っ
て
き
た
校
風
と
、

社
会
に
出
て
か
ら
の
卒
業
生
の
活
躍

の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

在
校
生
が
胸
を
張
っ
て
自
分
の
通

っ
て
い
る
学
校
の
名
前
を
言
え
る
の

は
、
先
輩
で
あ
る
卒
業
生
の
活
躍
に

よ
る
も
の
。
卒
業
生
が
胸
を
張
っ
て

母
校
の
名
前
を
言
え
る
の
は
、
後
輩

ス
停
か
ら
歩
い
て
い
る
私
に
、
爽
や

か
に
朝
の
挨
拶
を
し
な
が
ら
自
転
車

で
追
い
越
す
生
徒
も
出
て
き
ま
し
た
。

来
校
者
か
ら
は
、
駐
車
場
か
ら
校
舎

ま
で
の
間
に
出
会
っ
た
生
徒
さ
ん
す

べ
て
か
ら
挨
拶
さ
れ
、
と
て
も
気
持

ち
が
よ
か
っ
た
で
す
、
と
お
褒
め
の

言
葉
も
頂
き
ま
し
た
。
創
立
以
来
培

わ
れ
て
き
た
本
校
独
特
の
よ
さ
の
現

れ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
嬉
し
い
こ
と
に
、
こ
の
四
月
以

降
、
離
任
し
て
か
ら
も
、
市
内
で
出

会
う
北
高
生
と
は
き
ち
ん
と
挨
拶
を

交
わ
し
て
お
り
ま
す
。

創
立
三
十
年
、
北
高
は
、
国
際
理

解
と
大
書
さ
れ
た
暖
簾
を
掲
げ
る
大

店
（
お
お
だ
な
）
と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
生
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
お
客

様
が
訪
れ
る
と
き
、
中
か
ら
「
こ
ん

に
ち
は
」
と
い
う
元
気
な
声
で
お
迎

え
す
る
、
そ
ん
な
「
老
舗
の
学
校
」

が
将
来
に
わ
た
り
益
々
繁
栄
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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昭
和
五
十
五
年
（
１
９
８
０
年
）

開
校
の
本
校
は
、
今
年
で
満
三
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
記
念
す
べ

き
年
に
、
第
十
二
代
校
長
と
し
て
四

月
に
着
任
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
校
の
正
門
を
入
る
と
、
国
旗
掲

揚
塔
に
は
、
日
章
旗
の
ほ
か
カ
ナ
ダ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
国

旗
が
高
々
と
掲
げ
ら
れ
、
玄
関
を
入

る
と
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
交
流
の
歴

史
が
刻
ま
れ
た
国
際
交
流
地
図
が
目

に
入
り
、
国
際
色
豊
か
な
宇
北
高
の

一
日
の
始
ま
り
を
、
毎
朝
、
実
感
し

て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
校
は
県
立
高
校
で
六
番

目
に
若
い
学
校
で
す
。
創
立
五
十
年

以
上
の
県
立
高
校
が
三
十
九
校
（
そ

の
う
ち
百
年
以
上
が
十
八
校
）
あ
り
、

創
立
三
十
周
年
を
迎
え
て

学
校
長

木
村
　
直
人

（
平
成
22
年
〜
）

2010年５月・十年会にて

行
っ
て
い
る
企
業
を
老
舗
と
し
て
定

義
す
る
そ
う
で
す
。
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

在
任
中
は
、
素
直
で
伸
び
や
か
な

生
徒
諸
君
や
熱
意
溢
れ
る
教
職
員
、

協
力
的
な
同
窓
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様

に
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
原
稿
に
向
か
う
に
あ
た
り
、

走
馬
灯
の
よ
う
に
蘇
る
思
い
出
の
中

か
ら
、
一
つ
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

北
高
生
は
何
事
に
も
前
向
き
で
し
た

が
、
挨
拶
に
関
し
て
は
、
国
際
理
解

を
標
榜
す
る
学
校
と
し
て
は
、
い
ま

一
つ
か
な
と
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
始
業
式
で
、
挨
拶
は

相
手
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
で
あ
り
、

「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」
な
ど

簡
単
な
言
葉
で
も
、
皆
さ
ん
が
声
を

か
け
て
く
れ
る
と
、
私
も
「
北
高
の

た
め
に
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち

に
な
る
も
の
で
す
、
と
「
挨
拶
に
は

不
思
議
な
力
が
あ
る
」
と
訴
え
ま
し

た
。そ

の
後
は
、
校
内
で
す
れ
違
っ
た

と
き
な
ど
、
挨
拶
を
交
わ
す
場
面
が

増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
通
勤
時
、
バ

宇
都
宮
北
高
の
創
立
三
十
周
年
、

同
窓
会
の
皆
様
の
喜
び
も
ひ
と
し
お

か
と
存
じ
ま
す
。
人
に
例
え
れ
ば
三

十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、「
而
立
」

す
な
わ
ち
三
十
に
し
て
立
つ
、
ま
さ

に
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
産
業

界
で
は
、
創
業
三
十
年
以
上
事
業
を

「
老
舗
の
学
校
」
と
し
て前

学
校
長

山
形
　
昭
夫

（
平
成
20
年
〜
平
成
21
年
）

2009年５月・十年会にて

で
あ
る
在
校
生
の
活
躍
に
よ
る
も
の

で
す
。

宇
北
高
同
窓
生
と
し
て
の
自
覚
と

誇
り
は
、
卒
業
生
も
在
校
生
も
同
じ

で
す
。

九
千
人
を
超
え
る
同
窓
生
の
皆
様
、

日
頃
か
ら
本
校
教
育
に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

引
き
続
き
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



昭
和
五
十
五
年
（
1
9
8
0
）
に

開
校
し
た
母
校
は
、
今
年
の
春
、
第

31
回
生
を
新
入
生
に
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
三
十
年
間
を
記
念
し
て
、
今
年

「
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
」
が
企

画
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
概
要
に

つ
い
て
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。
運

営
資
金
に
つ
い
て
は
、
皆
様
か
ら
お

預
り
し
て
お
り
ま
す
同
窓
会
費
か
ら

十
年
間
積
み
た
て
を
行
い
、
拠
出
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
会
　
主
体
事
業

・
総
予
算
　
　
　
七
二
三
万
円

収
入
内
訳

生
徒
集
金

三
十
五
万
円

同
窓
会
補
助

四
〇
〇
万
円

20
周
年
残
金
　
　
　
八
万
円

①
記
念
行
事

平
成
22
年
11
月
10
日

・
式
典
（
午
前
）

・
記
念
行
事
（
午
後
）

記
念
講
演
　
青
島
　
広
志
氏

（
作
曲
家
・
大
学
講
師
）

②
記
念
事
業「
校
名
表
示
板
の
設
置
」

・
管
理
棟
屋
上
南
北
に
設
置

・
校
章
と
「
宇
北
高
」
と
表
示

・
北
高
祭
に
て
除
幕
式
実
施
済
み

③
記
念
誌
の
発
行

・
Ａ
４
版
、
総
百
三
十
ペ
ー
ジ

・
カ
ラ
ー
写
真

④
記
念
品
の
配
布

・
北
斗
ス
ト
ラ
ッ
プ
と

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
セ
ッ
ト

・
同
窓
会
か
ら
の
提
案
を
参
考
に

⑤
新
制
服
制
定

・
来
年
度
新
入
生
か
ら
使
用

・
式
典
後
、
披
露

同
窓
会
　
主
体
事
業

・
総
予
算
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

①
会
員
所
在
地
調
査

・
平
成
22
年
８
月
　
ハ
ガ
キ
案
内

・
平
成
22
年
10
月
　
封
書
案
内

不
明
者
調
査

②
同
窓
会
祝
賀
会

平
成
22
年
11
月
13
日
開
催

・
全
会
員
を
対
象
に
、
学
年
を
超

え
た
集
ま
り
を
企
画

③
携
帯
サ
イ
ト
開
設

・
平
成
22
年
８
月
開
設
済
み

・
連
絡
掲
示
板
、
名
簿
変
更
機
能

④
記
念
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成

・
同
窓
会
Ｐ
Ｒ
用

・
記
念
誌
に
織
り
込
み
配
布

⑤
記
念
誌
・
記
念
品
配
布

・
有
料
に
て
販
売

郵
便
振
替
に
て
申
込
み

記
念
祝
賀
会
へ
の
お
誘
い

来
る
11
月
13
日
（
土
）
に
同
窓
会

主
催
の
祝
賀
会
を
企
画
し
て
お
り
ま

す
。
前
回
の
倍
、
300
名
様
の
会
場

を
用
意
し
て
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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創
立
三
十
周
年
記
念
事
業

特集１

記念事業準備日程
2008/09 事前調整（学校長、PTA会長、同窓会会長）
2008/10 準備委員会設立打ち合わせ、方針確認
2009/09 準備委員会設立打ち合わせ
2009/09 第１回準備委員会（日程確定・予算審議）
2010/02 第２回準備委員会（事業検討）
2010/04 第３回準備委員会（事業検討）
2010/05 第１回実行委員会（組織・事業・予算確定）
2010/09 第２回実行委員会（準備報告）
2010/11 第３回実行委員会（直前確認）
2010/11 記念式典
2010/12 第４回実行委員会（会計報告）【予定】

校庭から見た校名表示板（北面）
第30回北高祭にて

2010/5/18 準備委員会 2000/11/10 20周年祝賀会受付風景

職員駐車場から見た校名表示板（南面）
第30回北高祭にて



限
ら
れ
た
紙
面
で
す
が
、
母
校
で

の
出
来
事
を
遡
っ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

同
窓
会
事
務
局
の
判
断
で
選
び
ま
し

た
の
で
至
ら
ぬ
点
は
お
許
し
下
さ
い
。

２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
度
）
…

２
０
０
０
〜
２
０
０
１

「BU
G
S
Project

」

日
米
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
日
本
か
ら
は
小
中

高
、
11
校
が
選
ば
れ
た
。「
学
校
付

近
の
昆
虫
調
査
」
を
行
い
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
情
報
交
換
、
研

究
が
進
め
ら
れ
た
。

２
０
０
０
／
５
／
５
〜
11

「
吹
奏
楽
部
・
フ
ラ
ン
ス
遠
征
」

宇
都
宮
市
の
姉
妹
都
市
フ
ラ
ン

ス
・
オ
ル
レ
ア
ン
市
で
行
わ
れ
る
ジ

ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
祭
に
宇
都
宮
市
の

代
表
と
し
て
招
待
を
受
け
た
。
56
名

の
生
徒
が
遠
路
演
奏
旅
行
に
。

２
０
０
０
／
11
／
９

「
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
挙
行
」

記
念
行
事
の
締
め
く
く
り
と
し
て

式
典
を
開
催
。
事
業
と
し
て
は
、
中

庭
整
備
、
記
念
誌
発
行
、
記
念
音
楽

演
奏
会
、
同
窓
会
名
簿
発
行
、
ス
ク

ー
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
制
定
、
等
が
実
施

さ
れ
た
。

２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
度
）
…

２
０
０
２
／
10
／
17

「
学
校
評
議
会
」
発
足

開
か
れ
た
学
校
運
営
の
一
環
と
し

て
、
定
期
的
に
意
見
交
換
を
実
施
す

る
こ
と
に
。
メ
ン
バ
ー
は
母
校
教
員

と
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
、
国
際

理
解
運
動
団
体
、
地
域
支
援
者
な
ど

か
ら
な
り
、
広
く
意
見
を
取
り
入
れ

る
場
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
２
／
12
／
２
〜
５

「
沖
縄
修
学
旅
行
」

初
の
沖
縄
へ
の
修
学
旅
行
が
実
施

さ
れ
た
。
歴
史
を
学
ぶ
と
共
に
、

「
カ
ル
チ
ャ
ー
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」
と

し
て
米
軍
基
地
内
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
元
で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
を
経

験
。
以
後
、
翌
年
を
除
き
毎
年
沖
縄

へ
の
旅
行
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
度
）
…

２
０
０
３
〜
２
０
０
５

「
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｈ
ｉ
指
定
」

文
部
科
学
省
か
ら
「
ス
ー
パ
ー
・

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
〈
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｈ
ｉ
〉」

の
指
定
を
県
内
で
初
め
て
受
け
た
。

以
後
、
三
年
間
に
わ
た
り
、
高
校
生

の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

母
校
独
自
の
取
組
み
が
実
際
さ
れ
た
。

①
英
語
教
育
の
改
善
、
テ
ィ
ー
ム
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
推
進
②
Ｅ
Ｆ
Ｃ
実
施

（
後
述
）
③
国
際
理
解
の
推
進
④
英

語
教
育
の
地
域
連
携
と
情
報
発
信
手

探
り
で
は
あ
っ
た
が
、
多
く
の
収
穫

を
得
た
。

２
０
０
３
／
８
／
４
〜
８

「
Ｅ
Ｆ
Ｃ
開
催
」

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
カ

ス
・
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
、
五
日
間
の

宿
泊
研
修
を
開
催
。
イ
ギ
リ
ス
人
講

師
の
も
と
英
語
だ
け
の
授
業
、
生
活

を
体
験
。
以
降
、
毎
年
夏
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
た
。

２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
度
）
…

２
０
０
４
／
７
／
29

「
学
習
合
宿
＋
卒
業
生
」

恒
例
の
学
習
合
宿
（
鬼
怒
川
）
に

て
職
業
講
話
「
卒
業
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
。
以
後
、
職
業
講
話
と

し
て
在
校
生
を
支
援
。

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
度
）
…

２
０
０
９
／
１
／
８
〜

「
Ｆ
Ｆ
暖
房
機
、
稼
動
開
始
」

教
室
の
状
況
に
応
じ
た
暖
房
管
理

が
可
能
に
。

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
度
）
…

２
０
０
９
／
５

「
野
球
部
・
県
大
会
準
優
勝
」

春
季
県
大
会
で
準
優
勝
。
平
成
十

一
年
か
ら
、
十
年
振
り
の
準
優
勝
と

な
る
。
翌
年
、
春
の
選
抜
高
校
野
球

21
世
紀
枠
栃
木
県
代
表
に
選
ば
れ
る
。

２
０
０
９
／
12
／
24

「
北
校
舎
耐
震
工
事
完
了
」

夏
休
み
前
か
ら
の
五
ヶ
月
を
か
け

て
、
北
側
教
室
棟
の
耐
震
工
事
を
実

施
。
外
壁
は
き
れ
い
に
化
粧
直
し
さ

れ
た
。
工
事
に
伴
い
、
本
年
の
北
高

祭
は
七
月
に
繰
上
げ
開
催
さ
れ
た
。

出
典：

「
宇
北
」

「
創
立
三
十
周
年
記
念
誌
」
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北
高
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年
間
の
歩
み

特集２

会
員
名
簿
管
理
に
つ
い
て

・
転
居
報
告
方
法

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携
帯
サ

イ
ト
、
母
校
へ
の
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
受
付

・
会
員
番
号
に
つ
い
て

卒
業
回
数
（
２
桁
）
と
学
年
通
番

（
３
桁
）
の
５
桁
で
構
成

例
）
27
回
生
の
385
番

会
員
番
号：

２
７
３
８
５

会
員
番
号
は
生
涯
変
更
無
し
、
記

憶
し
各
種
報
告
時
は
記
入
を

・
確
認
Ｋ
Ｅ
Ｙ

本
人
確
認
、
事
務
処
理
の
精
度
向

上
の
為
に
制
定
（
２
桁
）

・
学
生
は
親
元
を
優
先
し
て
登
録

・
既
婚
者
は
旧
姓
を
併
記

・
名
簿
管
理
項
目

①
会
員
番
号
　
②
確
認
Ｋ
Ｅ
Ｙ

③
卒
業
回
数
　
④
ク
ラ
ス
⑤
氏
名

⑥
カ
ナ
氏
名
　
⑦
旧
姓
　
⑧
住
所

⑨
電
話
番
号
　
⑩
年
次
委
員
区
分

⑪
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
⑫
旧
住
所

⑬
携
帯
番
号
　
⑭
デ
ー
タ
更
新
日

⑮
十
年
会
参
加
区
分
　
な
ど

転居先不明者数
第１回生～第28回生
(2010/09/10現在)

卒業生会員： 9,195名
旧職員会員： 320名
会員合計： 9,515名
うち
物故者数： 41名
従来の不明者： 933名
今回追加不明： 870名
不明者総数： 1,803名

2000－
2009

創立20周年記念式典 SELHiでの授業風景



「
光
る
個
人
技
」

２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）
…

「
英
検
１
級
合
格
」

藤
原
志
帆
さ
ん
（
３
年
）
が
英
検

一
級
に
合
格
。
同
年
第
三
回
英
検
で

の
県
内
唯
一
の
合
格
者
と
な
っ
た
。

２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）
…

「
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」

安
間
佐
千
君
（
３
年
）
が
、
三
年

間
に
渡
り
国
内
、
世
界
大
会
で
活
躍
、

多
く
の
成
績
を
残
し
た
。
卒
業
に
あ

た
り
、
同
窓
会
賞
に
選
定
さ
れ
る
。

現
在
も
大
学
生
と
し
て
活
躍
中
。

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
…

「
プ
ロ
ラ
イ
ダ
ー
誕
生
」

渡
辺
一
馬
君
（
３
年
）
が
、
国
内

外
の
バ
イ
ク
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
活
躍
。

今
年
、
600
㏄
ク
ラ
ス
で
全
日
本
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
選
手
権
に
参
戦
中
。

http://w
w
w
.riderkazum

a.com
/

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
…

「
乗
馬
」

高
橋
優
美
さ
ん
（
２
年
）
が
第
64

回
国
体
に
お
い
て
入
賞
。
各
大
会
で

も
活
躍
中
。

「
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
」

荒
井
幸
代
さ
ん
（
３
年
）
が
三
年

連
続
で
高
校
総
体
フ
ィ
ギ
ュ
ア
競
技

に
本
県
代
表
と
し
て
参
加
。
卒
業
に

あ
た
り
、
同
窓
会
賞
に
選
定
さ
れ
る
。

（
学
年
は
何
れ
も
該
当
年
度
時
）

平
成
20
年
よ
り
母
校
文
化
祭
に

「
同
窓
会
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
参

加
し
て
お
り
ま
す
。

懐
か
し
い
写
真
や
記
録
を
掲
示
し

思
い
出
話
の
タ
ネ
を
準
備
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生
の
集
え
る
場

所
の
提
供
を
最
大
の
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
母
校
か
ら
遠
の
い
て

い
る
方
も
、
是
非
、
お
立
ち
寄
り
下

さ
い
。

The Nothern Lightsg 第 10 号 平成22年10月１日

2009年　同窓会コーナー 2010年　北斗くんご来場

北
高
祭
・

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー

NEWSⅠ

第１回　ＥＦＣ 学習合宿 耐震工事後教室棟

平成17年度定期異動者　2006/3/30送別会 平成18年度定期異動者　2007/3/30送別会

平成19年度定期異動者　2008/3/28送別会 平成20年度定期異動者　2009/3/30送別会

〈転退職された先生方〉
おせわになりました。
詳しくは携帯サイトで
ご案内しております。

平成21年度定期異動者　2010/3/30送別会



現
行
の
制
服
は
北
高
創
立
以
来
採

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
制
服

を
改
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
４
月
に
入
学
す
る
新
一
年

生
よ
り
年
度
毎
に
導
入
さ
れ
、
平
成

25
年
度
で
全
生
徒
の
制
服
が
新
制
服

で
揃
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
制

服
は
、
自
分
の
高
校
生
活
そ
の
も
の

で
あ
り
、
想
い
入
れ
は
と
て
も
深
い

も
の
で
す
。
今
回
の
こ
と
に
関
し
て

は
残
念
に
感
じ
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

制
服
の
改
定
に
至
っ
た
理
由
は
以

前
か
ら
女
子
冬
服
の
機
能
面
や
健
康

面
に
つ
い
て
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
防
寒
対
策
と
し
て
、
ジ

ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
と
ボ
レ
ロ
の
組

み
合
わ
せ
で
は
、
そ
の
対
処
が
難
し

く
、
平
成
17
年
度
か
ら
同
色
カ
ー
デ

ィ
ガ
ン
を
導
入
し
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
課
題
理
由
も
含

め
て
、
創
立
30
周
年
を
機
に
現
行
制

服
か
ら
新
制
服
を
制
定
し
よ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
り
、
平
成
21
年
度
に

制
服
検
討
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
を
中
心
に
、
制
服
業

者
五
社
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
開
催
し
、
職
員
・
生
徒
に

よ
る
選
定
作
業
を
進
め
、
新
制
服
決

定
へ
至
り
ま
し
た
。

色
調
は
現
行
の
も
の
に
近
く
、
冬

服
は
男
女
と
も
ス
ー
ツ
タ
イ
プ
、
女

子
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
も
可
と
な
り
ま
し

た
。
夏
服
は
冬
服
の
上
衣
を
外
し
た

も
の
と
な
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
当

初
に
細
部
を
決
定
の
上
、
一
学
期
終

業
式
に
は
全
生
徒
へ
、
一
日
体
験
学

習
に
は
中
学
生
へ
紹
介
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
そ
し
て
公
式
に
新
制
服
を

披
露
す
る
の
は
、「
創
立
三
十
周
年

記
念
式
典
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
様

子
は
、
北
高
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

制
服
は
改
定
さ
れ
ま
し
た
が
「
独

自
の
制
服
色
」
は
継
承
さ
れ
ま
す
。

来
年
度
か
ら
は
同
窓
生
の
皆
さ
ん
も

北
高
新
制
服
を
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

目
に
す
る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
に
北
高
を

ご
支
援
及
び
ご
指
導
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
は
記
念
式
典
後
、

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
開
い
た
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
。

コ
ラ
ム制

服
へ
の
思
い
・
想
い

今
回
の
制
服
変
更
に
は
様
々
な
思

い
が
交
錯
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

着
用
す
る
生
活
、
憧
れ
の
声
、
維

持
管
理
す
る
立
場
、
懐
か
し
い
思
い

出
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
立
、
機
能
と
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
・
・
。
と
り
ま
と
め

に
は
、
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

今
回
の
変
更
に
先
立
ち
、
昨
年
夏
、

前
校
長
先
生
よ
り
私
に
ご
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
我
々
、
卒
業
生
の
持
つ

制
服
へ
の
想
い
を
気
遣
っ
て
の
事
で

し
た
。「
こ
れ
か
ら
の
生
徒
達
の
為

に
な
る
の
で
あ
れ
ば
・
・
・
」
と
お

答
え
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
選
定
作
業
は
校
内
の
制

服
検
討
委
員
会
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
創
立
三
十
周
年
実
行
委
員
会
や
同

窓
会
は
係
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
三
十

周
年
委
員
会
・
実
行
委
員
会
に
て
作
業

進
捗
の
報
告
を
簡
単
に
受
け
て
い
ま
し

た
。
卒
業
生
の
皆
様
か
ら
は
賛
否
両
論

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
来
春
か
ら
の

新
入
生
に
と
っ
て
は
大
切
な
「
制
服
」

と
な
り
、
そ
し
て
多
く
の
想
い
が
積
み

重
ね
ら
れ
て
行
く
こ
と
は
確
か
で
す
。

同
窓
会
で
は
、
旧
制
服
へ
の
想
い

を
形
に
し
て
残
せ
な
い
か
と
検
討
を

し
て
お
り
ま
す
。
具
体
化
で
き
た
際

は
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。（

四
十
物
）

平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
、
母
校

に
お
い
て
一
年
生
を
対
象
に
「
職
業

講
話
」
が
開
催
さ
れ
、
卒
業
生
の
皆

様
に
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
２
回
生
　
土
屋
　
佳
子
さ
ん

第
９
回
生
　
荒
川
　
幸
雄
さ
ん

第
16
回
生
　
大
島
　
喜
三
郎
さ
ん

第
17
回
生
　
大
森
　
正
嗣
さ
ん

司
会
進
行
　
同
窓
会
事
務
局

社
会
人
と
し
て
の
経
験
を
元
に
生

き
た
声
を
生
徒
さ
ん
に
お
届
け
出
来

ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
母
校
の
イ
ベ

ン
ト
へ
協
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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北
高
か
ら
同
窓
生
へ
新
制
服
の
ご
報
告

職
業
講
話

NEWSⅡ

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
二
日
、

市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
恒
例
の
「
同
窓

会
十
年
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
第
８
回
生
と
第
18
回
生
を
対

象
に
、
来
賓
、
恩
師
の
方
々
を
含
め

百
名
を
超
え
る
皆
様
に
ご
参
加
頂
き

ま
し
た
。
今
回
も
僅
か
二
時
間
の
短

い
時
間
で
す
が
、
再
会
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。

次
回
は
第
９
回
生
と
第
19
回
生
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
参

加
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
十
年
会

NEWSⅢ



私
が
19
年
ぶ
り
に
北
高
を
訪
れ
た

の
は
、
娘
の
入
学
式
の
日
だ
っ
た
。

校
舎
や
体
育
館
や
校
庭
を
見
る
と
、

懐
か
し
さ
が
込
み
上
げ
て
来
た
。
こ

の
学
校
で
い
ろ
ん
な
事
が
あ
っ
た
。

母
校
っ
て
や
っ
ぱ
り
い
い
な
あ
と
、

し
み
じ
み
思
っ
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
年
に
２
、
３
回
は

訪
問
し
、
校
内
全
域
を
探
索
す
る
こ

と
と
な
る
。
思
い
出
が
つ
ま
っ
た
学

校
・
・
・
自
分
が
高
校
生
だ
っ
た
頃

を
思
い
出
し
、
わ
く
わ
く
す
る
。

だ
が
、
少
し
ず
つ
以
前
と
は
違
っ

て
い
る
事
に
気
付
く
。
ま
ず
校
内
の

様
子
だ
が
、
私
が
入
学
し
た
時
に
先

輩
は
い
な
か
っ
た
。
一
学
年
四
ク
ラ

ス
の
生
徒
と
10
名
あ
ま
り
の
先
生
、

女
子
は
全
体
の
５
分
の
１
位
だ
っ
た
。

し
か
し
今
は
女
子
生
徒
が
６
割
近
く

を
占
め
、
本
当
に
華
や
か
で
活
気
に

満
ち
て
い
る
（
男
子
に
は
花
園
だ
）。

教
室
も
増
設
さ
れ
て
お
り
、
学
校
中

が
生
徒
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
校
庭
は

整
備
さ
れ
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ま
で
あ

る
。
プ
ー
ル
だ
っ
て
以
前
は
な
か
っ

た
。
駐
輪
場
も
自
動
販
売
機
も
格
段

に
増
え
た
。

次
に
学
校
行
事
に
つ
い
て
だ
が
、

年
一
回
授
業
参
観
が
あ
る
。
高
校
の

授
業
風
景
を
見
せ
て
も
ら
え
る
な
ん

て
、
な
か
な
か
画
期
的
だ
。
修
学
旅

行
先
は
生
徒
達
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が

行
な
わ
れ
参
考
に
さ
れ
た
。
娘
の
年

は
九
州
、
広
島
、
大
阪
だ
っ
た
。
ま

た
文
化
祭
に
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
お
そ

ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
り
、
そ
れ
に

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
名
前
や
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
印
刷
し
た
り
、
ク
ラ
ス

で
映
画
を
作
っ
た
り
と
か
な
り
団
結

が
強
い
よ
う
に
感
じ
た
。
部
活
動
も

活
発
だ
。
県
大
会
で
名
を
上
げ
る
こ

と
も
多
い
。
娘
は
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
部
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
）
に
入
っ
た
。
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
が
す
ご
く
可
愛
い
。

そ
う
い
え
ば
、
私
は
制
服
を
保
管

し
て
い
た
の
で
、
娘
の
も
の
と
比
べ

て
み
た
ら
ス
カ
ー
ト
の
長
さ
が
短
く

な
っ
て
い
た
。
そ
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス

カ
ー
ト
を
さ
ら
に
ひ
ざ
上
15
㎝
ほ
ど

た
く
し
上
げ
る
。
冬
に
は
ボ
レ
ロ
の

な
か
に
セ
ー
タ
ー
を
着
る
。
後
ろ
か

ら
見
る
と
は
ら
ま
き
を
し
て
い
る
み

た
い
。
以
前
は
お
そ
ろ
い
の
コ
ー
ト

が
あ
っ
た
が
、
今
は
み
ん
な
コ
ー
ト

を
着
な
い
。
マ
フ
ラ
ー
と
手
袋
だ
け
。

そ
れ
か
ら
、
リ
ボ
ン
の
大
き
さ
も
一

回
り
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
、

き
っ
ち
り
と
め
な
い
で
第
一
ボ
タ
ン

見
え
る
く
ら
い
に
ラ
フ
に
と
め
る
。

流
行
と
は
い
え
、
こ
の
制
服
の
良
さ

を
生
か
せ
な
い
着
こ
な
し
に
少
々
戸

惑
っ
た
。

で
も
、
以
前
と
変
わ
ら
な
い
も

の
・
・
・
英
語
教
育
及
び
国
際
理
解

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
。
先
生
方

が
情
熱
に
溢
れ
て
い
る
こ
と
。
校

歌
！
式
典
で
流
れ
る
と
自
然
に
歌
え

た
。（
覚
え
て
い
る
も
の
な
の
で
す

ね
）
そ
し
て
、
共
学
な
ら
で
は
の
大

ら
か
で
明
る
い
学
校
の
雰
囲
気
。

「
マ
マ
、
北
高
は
と
て
も
楽
し
か
っ

た
よ
。
同
じ
学
校
に
通
え
て
良
か
っ

た
。」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

２
０
０
５
年
春
、
私
達
は
本
校
初

の
親
子
二
代
の
卒
業
生
と
な
っ
た
。

卒
業
し
て
は
や
20
年
余
が
過
ぎ
、

母
校
を
は
じ
め
、
周
囲
の
環
境
が
あ

の
頃
と
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
卒
業
し
た
当
時
、
ま
だ
存
在
し

無
か
っ
た
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
、
こ
の
20
年
間
社
会
の
進

展
は
め
ま
ぐ
る
し
く
、
ま
た
、
自
分

の
容
姿
も
だ
い
ぶ
変
わ
り
は
て
、
頭

頂
部
は
だ
い
ぶ
薄
く
な
り
、
ま
た
持

病
も
か
か
え
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
毎
日
妻
と
二

人
の
子
ど
も
の
た
め
に
せ
っ
せ
と
会

社
務
め
を
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
大
学
を
卒
業
後
、
株
式
会
社

松
井
ピ
･
テ
･
オ
･
印
刷
と
い
う
会
社

に
入
社
い
た
し
ま
し
て
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
私
が
勤
務
す
る
会
社

は
、
母
校
に
在
籍
し
て
い
た
当
時
か

ら
縁
が
あ
り
、
生
徒
が
使
用
す
る

「
生
徒
手
帳
」
は
そ
の
当
時
私
も
使

用
し
て
（
？
）
お
り
ま
し
た
が
、
使

用
す
る
側
か
ら
立
場
は
か
わ
り
、
現

在
は
、
母
校
か
ら
こ
の
お
仕
事
を
い

た
だ
き
、
当
社
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
母
校
は
創
立
30
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
記
念
の
時
節
に
Ｏ
Ｂ

と
し
て
な
に
か
事
業
の
一
環
に
携
わ

れ
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、「
創
立
30
周
年
記
念
誌
」
を

当
社
で
請
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

星
先
生
を
は
じ
め
30
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
の
諸
先
生
方
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
こ
の
文
面
を
書
い
て
い
る

時
点
で
内
容
は
お
お
よ
そ
固
ま
り
、

ま
も
な
く
校
了
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
発
刊
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

私
が
携
わ
る
印
刷
業
界
は
冒
頭
に

あ
る
よ
う
に
、
大
き
な
社
会
の
潮
流

に
影
響
を
受
け
、
業
態
に
大
き
く
変

化
が
現
れ
て
い
ま
す
。
次
の
創
立
40

周
年
記
念
を
迎
え
る
こ
ろ
私
は
50
歳

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
ろ
ど
の
よ

う
な
社
会
あ
る
い
は
自
分
に
な
っ
て

い
る
の
か
今
は
ま
だ
想
像
も
つ
き
ま

せ
ん
。
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同
窓
生
だ
よ
り

第10回

「
Ｎ
ｏ
ｗ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
」

第
一
回
生

後
藤
　
享
子
（
旧
姓
　
大
宮
）

「
生
徒
手
帳
を
作
っ
て
い
ま
す
」

第
七
回
生

相
原
　
洋
樹

第23回生／彩香さん（左側）と一緒に



恒
例
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
各
活

動
報
告
、
決
算
報
告
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
新
年
度
で
の
創
立
三

十
周
年
事
業
へ
の
取
り
組
み
も
説
明

が
あ
り
参
加
者
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
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平
成
二
十
二
年
度
・
同
窓
会
総
会

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
二
日

栃木県立宇都宮北高等学校同窓会
「プライバシーポリシー（個人情報保護方針）」

栃木県立宇都宮北高等学校同窓会（以下「同窓会」といいます）
は、個人情報保護の重要性を認識し、以下の方針に基づき個人
情報の保護に努めます。
１．法令の遵守
同窓会は、個人情報保護に関する法令を遵守いたします。
２．個人情報の取得について
同窓会は、個人情報の取得については、適法かつ公正な手段

によって行います。
同窓会入会の際、母校を通じて本人から提供を受け、個人情

報として取り扱います｡
３．個人情報の利用について
同窓会は、以下の利用目的の範囲内で、同窓会の業務の逐行

上必要な限りにおいて利用します。
①同窓会が業務遂行のために使用する名簿の整備
②同窓会報及びこれに類するご案内の送付
③十年会等、各種行事の開催案内送付

４．個人情報の第三者提供について
同窓会は、法令に定める場合を除き、事前に本人の同意を得

ることなく個人情報を第三者に提供しません。
５．個人情報の管理について
同窓会は個人情報の正確性を保ち、これを適切に管理し、か

つ個人情報の紛失、破壊、漏洩等を防止するため、不正アクセス
やコンピュータウィルス等に対する適正な安全対策を講じます。
また、個人情報の取り扱いを同窓会以外の業者に委託する場合
には、当該者につき厳正な調査を行った上、機密保護、安全確
保のための契約を締結し、適正な監督を行います。
６．個人情報の開示・訂正等について
本人が自己の個人情報について、開示・訂正等を求めた場合、

速やかに対処します。
７．組織・体制・詳細規程等の制定・改善等
同窓会は、同窓会長を個人情報保護管理者に任命して、個人

情報の適正な管理を実施しします。
また、この方針を実行するために必要な細則を制定し、これを
徹底させて実施するとともに継続的に改善して行きます。
８．問い合わせ先
宇都宮北高校同窓会　事務局　　（http://www.kitako.info）

以　上
平成17年４月１日 栃木県立宇都宮北高等学校同窓会

送
料
負
担
の
問
題
も
あ
り
、
二
年

に
一
度
の
発
行
を
目
指
す
こ
と
と
し

ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
会
報
と
な

り
ま
し
た
。
最
新
の
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
ご
案
内
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
利
用
頂
い
て
い
ま
す
で
し

ょ
う
か
？

ニ
ュ
ー
ス
、
ト
ピ
ッ
ク
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
携
帯
サ
イ
ト
で
、
読
み
物
、

記
録
は
会
報
で
・
・
・
と
使
い
分
け

を
模
索
し
て
参
り
ま
す
。

紙
面
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
感

想
な
ど
を
頂
け
る
と
励
み
に
な
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
Ａ
）

編編

集集

後後

記記

平成23年度同窓会総会
第９回生・第19回生合同

十年会開催のご案内
皆様お誘い合わせのうえご出席下さい。
とき　　平成23年５月28日（土）

総会　午後３時～　十年会　午後５時～
ところ　宇都宮市「ホテル　ニューイタヤ」

※第９回生、第19回生には４月ごろ、ご案内を郵送いたし
ます。


